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 要  旨 
 近年の地図システムの技術的発展はめざましく，従来の地図では知り得なかった経路情報など，
多様な情報を得ることが可能となった．しかし，地図の提供する情報が増大したにも関わらず，
人はまだ道歩きに不安感を抱くことが多い． 
 
 この不安感の原因は，従来研究で対象とされてきた方向感覚の狂いなど，客観的要因のためだ
けではない．人間の地理認識は，歩行者個人の嗜好などの主観的要因にも影響される．客観的な
地理情報から画一的な提示を行う地図システムでは，人間の主観的な地理認識の部分への情報提
供はできず，歩行者に適した情報提示をしているとは言い難い．歩行者の不安感を軽減するため
には，客観的情報に加え主観的情報も提供するような地図システムが必要である． 
 
 そこで，本研究では，「歩行者の道に対するクチコミ」というインフォーマル情報を地理認識の
ための主観的情報として用い，それらをユーザ同士で共有しあうことによって，主観的情報も提
供できる地図システムを構築した．具体的には，投稿されたクチコミ情報によって，その地域に
住む人々が抱く地域への印象や認知地図を可視化した「脳村インタフェース」によってクチコミ
情報の投稿・共有の活性化を試みた．また，クチコミ情報から生成された「道の属性」に基づき，
ユーザの道選びの嗜好性を推定，知らない場所での歩行の際に嗜好性を優先した地図の提示を行
えるようにした． 
 
 さらに，本システムの評価のための実験を 2 種類行った．実験 1 は動作確認及びシステムコン
セプトのアンケート評価実験，実験 2 はシステム全体の評価実験である．実験 1 の結果，システ
ムが正しく動作すること及びコンセプトの有用性が確認された．実験 2 の結果，本システムの支
援により，歩行者の主観的不安感を軽減でき，楽しい街歩きができるようになったと判明した．
客観的効果としては，本システムの支援によって，歩行者のルート戦略が変更され，より経路の
選択の幅を広げ，自分に合った道を選び取ることができるようになることが判明した． 
 
